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大和市・泉の森のササラダニ類 （シラカシ群集に生息するササラダニ類を中心に）

小菅皇夫

Kimio Kosuge: Oribatid Mites in Izuminomori,Yamato City

‘ Mainly Oribatid Mites Living in Quercetum myrsinaefoliae ’

はじめに

総延長約 21 ｋｍ， 相模湾に注ぐ引地川の源である大

和水源地を中心として， 県指定天然記念物のシラカシ林

を含む緑地域が大和泉の森である。

大和市を含む相模原台地をはじめとし， 関東地方内陸

部の平野から丘陵， 低山地にかけては， かつて， シラ

カシ， アカガシ， アラカシ等のカシ類を主としたシラカシ

群集と呼ばれる常緑広葉樹林に覆われていたと考えられ

ている。 しかし，人間がこの地に住むようになってから徐々

に減少し， 現在では人の手の入らない斜面あるいは屋敷

林や社寺林の一部にわずかに残るだけになってしまった。

県下において， 泉の森のシラカシ林ほどに集中してシラ

カシが群生している自然林は稀で， 昔の相模原台地の面

影を残す場所として， 学術的に極めて貴重な場所である。

本調査は， 関東平野部の代表的な植生であるシラカシ

林を主として， 泉の森のササラダニ相を明らかにすること

を主目的とした。 また， シラカシ群集に生息

するササラダニ類を比較する目的で， 横浜市

港北区 ・ 師岡熊野神社市民の森のアカガシ

林と川崎市宮前区 ・ 東高根森林公園内のシラカシ林にお

いて調査を行ったので， その結果を併せて報告する。

なお， 泉の森シラカシ林の所有者の皆様をはじめ， 調

査に当たってご協力いただいた関係者各位に深謝いたし

ます。

調査地の概要

神奈川県における調査地の位置を図 1 に示した。また，

大和市における泉の森の位置を図2に示した。泉の森は，

大和市の中西部， およそ北緯 35 度 28 分 27 秒～ 29 分

1 秒， 東経 139 度 26 分 20 秒～ 59 秒の間に位置する。

面積約 42ha， 標高約 50 ～ 60 ｍである。 この中で， 面

積 1,588 ㎡のシラカシ林は， 池と湿性植物園 （湿性植物

園は， 数十年前までは田であった） に面した比較的浅い

斜面に帯状に存在する。 泉の森には，シラカシ林の他に，

スギの植林地やクヌギ， コナラ等の落葉広葉樹林がみら

図 2． 大和市における泉の森の位置と泉の森における調査地点

（大和市における泉の森の位置を図の左側に示した。 泉の森は大和市の中西

部に位置する。 また， 泉の森における調査地点を図の右側に示した。 ａ ： シ

ラカシ林， ｂ， ｃ， ｄ：落葉広葉樹林およびｅ， ｆ：スギ林の 6 箇所で採集した ｡）
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図 1． 神奈川県における調査地の位置

（調査地である泉の森， 師岡神社市民の森および

東高根森林公園の位置を●で示した。 師岡神社市

民の森と東高根森林公園は， 泉の森から約 18 ～

19km の距離にある。）
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れる。

東高根森林公園は， 面積 10.6 ｈａ， およそ北緯 35 度

36 分 4 秒～ 25 秒， 東経 139 度 35 分 5 秒～ 18 秒の間

に位置し， 泉の森から北東方向へ約 19km 離れた位置に

ある。 シラカシ群集域として， 公園のほぼ中央の広場を

囲む斜面に， 28,748 ㎡のシラカシを主とした常緑広葉樹

林がある。

また， 師岡熊野神社市民の森は， およそ北緯 35 度

31 分 24 秒～ 36 秒， 東経 139 度 38 分 7 秒～ 36 秒の

間に位置し， 泉の森から東北東方向へ約 18km 離れた

位置にある。 面積は 4.4 ｈａ， 標高 10 ～ 40 ｍである ｡

シラカシ群集域として， 市民の森の西端部に， 6,119 ㎡

のアカガシを主とした常緑広葉樹林が存在する。

調査方法

採集日および採集地点の植生の概要を表 1 に示した ｡

また， 泉の森における採集地点を図 2 に示した ｡

泉の森においては， シラカシ林 1 ヵ所 （図 3）， 落葉

広葉樹林 3 ヵ所 （図 4） およびスギ林 2 ヵ所 （図 5） を

採集地点とした ｡ また， 師岡熊野神社市民の森と東高根

森林公園においては， シラカシ群集域内のそれぞれ 1 ヵ

所を採集地点とした （図 6， 図 7）。

調査は 2001 年 11 月から 2004 年 12 月まで行った。

シラカシ群集域 （大和 ・ 泉の森の採集地点ａ， 師岡熊

表 1． 採集日および採集地点の植生の概要

泉の森においては， シラカシ林， 落葉広葉樹林およびスギ林で，

師岡熊野神社市民の森と東高根森林公園においては， シラカシ

群集域で採集した。

図 3． 泉の森のシラカシ林

泉の森の調査地点である図 2 のａ地点を， 北北東方向より撮影。

中央帯状の緑地がシラカシ林で， その手前左側は池である。

図 4． 泉の森の落葉広葉樹林

泉の森の調査地点である図 2 のｄ地点を， 北西方向より撮影。

手前に見える道路は国道 246 号線である。

図 5． 泉の森のスギ林

泉の森の調査地点である図 2 のｆ地点を， 北方向より撮影。

図 6． 師岡熊野神社市民の森

師岡熊野神社市民の森を南方向より撮影。 矢印で示した半球状

の部分が， 採集地点のアカガシを主とした常緑広葉樹林である。

図 7． 東高根森林公園

東高根森林公園におけるシラカシを主とした常緑広葉樹林を，

中央広場東側より撮影。
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原田 （1988） は ､ 本州中部地域を例に垂直分布帯と

ササラダニ類の分布との対応を調査し ､ 各垂直分布帯を

特徴付けるようなササラダニ種属が存在することを報告し

た ｡ この報告にもとづき ､ 表 2 および表 2-2 に示した種の

うちで ､ 低地帯 （暖温帯） を中心に分布する種を種名の

後に▲印を付けて ､ また山地帯 （冷温帯） を中心に分

布する種には■印を付けて示した ｡

泉の森から採集された種には， フトゲナガヒワダニ， オ 

クヤマイレコダニなど低地帯を中心に分布する種が多かっ 

た ｡ それに対し ､ キョジンダニのみは ､ 山地帯を中心に分

布し， ブナ林を好む種であった （伊藤 ・ 青木， 1987）。

この種は泉の森のシラカシ林からのみ採集され， 落葉広

葉樹林とスｷﾞ植林からは得られなかった。

1-2 分布上で注目すべき種

1-2-1 キョジンダニ Apolohmannia gigantea Aoki

県下において過去にキョジンダニ （図 9） の記録があ 

野神社市民の森および東高根森林公園） においては， サ

ンプル数を増やすために， 6 月および 11 月または 12 月

の 2 回調査をした。

各調査地点のほぼ中央部に， 3 × 3 ｍの枠を 1 ヵ所

設定し， 枠内から土壌表層堆積有機物 （落葉落枝， キ

ノコ類， 倒木上のコケ類を含む） と深さ約 5 ｃｍまでの上

層土を約 2 リットル採取して試料とした。

試料は紙袋に入れて持ち帰り， 採集日当日にツルグレ

ン装置に投入し， 60 ワット白熱電球を 72 時間照射して，

ササラダニ類を約 80v/v％エチルアルコール中に抽出し

た。 ツルグレン装置は直径 30 ｃｍで， 土粒等の落下を

防止するための二重多孔板を組み込んだものを用いた。

得られたササラダニ類の成虫をガムクロラール液にて封

入し， プレパラート標本とした後， 種のレベルまでの同定を

行った。

結果および考察

1 泉の森のササラダニ相

1-1 種組成の特徴

採集されたもののうち ､ 現在までに同定が完了した種

を， 調査地ごとに， 泉の森についてはさらに採集地点の

植生ごとにまとめて， 表 2 および表 2-2 に示した。 また，

採集された種数を図 8 の （　） 内に示した。

泉の森においては， 82 種が確認された ｡ 植生別に見

ると， シラカシ林からは 59 種 ､ 落葉広葉樹林からは 50

種 ､ スｷﾞ植林からは 34 種が採集された ｡ ヒワダニ ､ フトゲ

ナガヒワダニなど 16 種は， 3 つの植生全てから採集され

た。 泉の森の中で， シラカシ林からのみ採集された種は

23 種 （シラカシ林から得られた種の 39％） ､ 落葉広葉樹

林からのみ採集された種は 9 種 （落葉広葉樹林から得ら

れた種の18％）､スｷﾞ植林からのみ採集された種は5種（ス

ｷﾞ植林から得られた種の 15％） であった。 すなわち， シ

ラカシ林において最も多くの種が確認され， しかもシラカ

シ林のみに生息する種の割合が高かった。

図 8． 採集された種類数と群集間の類似度

採集された種類数を， 調査地ごとに， 泉の森についてはさらに

採集地点の植生ごとにまとめて， （　） 内に示した。 また， 群集

間の類似度を， Jaccard の共通係数で， <　> 内に示した。

図 9． キョジンダニ　Apolohmannia gigantea Aoki

山地帯を中心に分布し， ブナ林を好む種である。 今回， 泉の森の

シラカシ林で採集された。2002年11月24日採集の個体を撮影した。

図 10． 神奈川県におけるキョジンダニの採集地

神奈川県におけるキョジンダニの採集地を●で示した。 既知の

採集地の多くが ､ 標高 500 ～ 1500 メートルであり， 県中部より

西方に片寄っているのに対し， 泉の森シラカシ林は標高約 53 メ

ートルであり， また， 県東部における初めての採集地である。
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表 2． 採集されたササラダニ類

採集された種を， 調査地ごとに， 泉の森についてはさらに採集地点の植生ごとにまとめて， ○印で示した。 また， 採集された種を，

採集された場所の植生によって 5 つの群に分類して示した。 また， 低地帯 （暖温帯） を中心に分布する種には， 種名の後に▲印を

付けて ､ また山地帯 （冷温帯） を中心に分布する種には■印を付けて示した ｡
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表 2-2． 採集されたササラダニ類

採集された種を， 調査地ごとに， 泉の森についてはさらに採集地点の植生ごとにまとめて， ○印で示した。 また， 採集された種を，

採集された場所の植生によって 5 つの群に分類して示した。 また， 低地帯 （暖温帯） を中心に分布する種には， 種名の後に▲印を

付けて ､ また山地帯 （冷温帯） を中心に分布する種には■印を付けて示した ｡

る場所は， 足柄下郡湯河原町白銀山， 同町大観山，

足柄下郡箱根町畑宿， 同町姥子， 同町仙石原台ヶ岳，

同町湯場， 足柄下郡山北町西丹沢地蔵平， 愛甲郡清

川村塔ヶ岳～丹沢山， 山北町 ・ 津久井町境蛭ヶ岳， 中

郡大磯町高麗山，愛甲郡清川村札掛であり （原田・青木，

1984; 伊藤 ・ 青木， 1987） ､ これらを泉の森を含めて図

10 に示した。 既知の採集地は ､ 高麗山の採集地が標高

約 140 メートルであった以外 ､ 標高 500 ～ 1500 メートル

であるのに対し， 泉の森シラカシ林は標高約 53 メートル

であった。 また，今までの記録は県中部より西方に片寄っ

ているが， 今回のように県東部で採集されたのは初めて

である。

1-2-2 ケバヒワダニ Arborichthonius styosetosus Norton

泉の森の落葉広葉樹林と東高根森林公園から採集され

たケバヒワダニ （図 11） は， 北アメリカのセントローレン

ス島と日本の沖縄県の山原地方から発見された種である

（青木， 1999）。 これらの採集地を図 12 に示した。 今回

の第 3 の発見地も含めて， 飛び石状の分布が興味深い。

2 植生とササラダニ相の関係

表 2 および表 2-2 において， 今回の調査で採集され

た種を， 採集された植生によって， Ⅰ～Ⅴ群の 5 つの

群に分類して示した。

シラカシ群集 （泉の森のシラカシ林， 東高根森林公園

および師岡熊野神社市民の森） からのみ得られた種は，

ハナビライレコダニ等の 48 種であった （表 2 のⅠ群）。

また， このうち， 3 ヵ所のシラカシ群集で共通に採集され

た種は， オオハラミゾダニ， ヤッコダニ， アオキマドダニ

の 3 種であった。 オオハラミゾダニとヤッコダニは県内の

スダジイ林， コナラ林， スダジイ ・ アカガシ林， アカマツ

人工林， クスノキ植栽などの多様な植生から得られてい

る （原田 ・ 青木， 1984）。 また， アオキマドダニはクロ

マツ ・ コナラ等の林やタブノキ ・ コナラ等の広葉樹主体の

林で採集されている （小菅， 2004 ； 小菅， 2005）。 よっ
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て， これら 3 種はシラカシ群集に特徴的な種とは推測で

きなかった。

シラカシ群集と落葉広葉樹林から得られた種は 19 種

（表 2 のⅡ群）， シラカシ群集， 落葉広葉樹林およびス

ギ植林から得られた種は 23 種 （表 2-2 のⅢ群）， シラカ 

シ群集とスギ植林から得られた種は 4 種 （表 2-2 のⅣ群），

落葉広葉樹林またはスｷﾞ植林で得られ， シラカシ群集で

得られなかった種は 13 種 （表 2-2 のⅤ群） であった。

シラカシ群集とスギ植林から共通に得られた種は少なかっ

た。

群集間の類似度を求めるために， Jaccard の共通係数

（a ： A 地域の種数， b ： B 地域の種数， c ： 両地域の共

通種数の時に c/(a+b-c) で表される係数 ｡2 つの群集が

全く同じ場合は 1，全く異なる場合は 0 となる。） を計算し，

図 8 の <> 内に示した。 泉の森のシラカシ林とスギ植林

間の係数が小さかった他は ､ ほぼ同じ値を示し， シラカ

シ群集間の類似度のみが高いという傾向はみられなかっ

た。

おわりに

今回， 県内のシラカシ群集におけるササラダニ相につ

いて， 若干の知見を得ることができた。 今後， より多くの

シラカシ群集において， 調査を進める必要があるものと

思われた。
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図 11． ケバヒワダニ Arborichthonius styosetosus Norton

今回， 泉の森の落葉広葉樹林と東高根森林公園から採集され

た。 2002 年 12 月 14 日採集の個体を撮影した。

図 12． ケバヒワダニの採集地

ケバヒワダニの採集地を●で示した。 既知の産地は， 北アメリ

カのセントローレンス島と日本の沖縄県の山原地方であり， 今回

の第 3 の発見地を含めて， 飛び石状の分布を示している。




